市による民間移管に関する説明会

平成１８年７月７日（金）１８：３０～

高津西保育園　きりん組教室にて

市からの説明会担当者（民間移管の担当課は元気子ども課）

子育て支援課：浅野さん　子育て支援課:澤村課長　元気子ども課：宇井課長　元気子ども課：小川さん

保護者39名出席。

まず、父母会会長より事前に提出されていた質問事項および要望についての解答がありました。

※9日日曜に、書面にて同様の回答あり。別紙ご参照下さい。

1． 私たちの園を民営化する理由を教えて下さい。（特になぜ在宅子育て支援の人材を確保するために民営化という過酷な方法を選んだのですか。）

⇒　国による公務員削減のため、今まで保育士の退職者不補充で対応してきた。

　　在宅子育て支援の保育士を新規に採用するのは困難なので、民営化により浮いた人材を充てる。

　　高津西保育園が選ばれたのは、子ども行政あり方検討委員会、保育園受諾法人検討委員会の提言

により市内の７圏域で現在子育て支援を行っている公立保育園１箇所を選び、高津・緑が丘地域

では子育て支援をしている高津南保育園が残り、高津西保育園が民営化となる。

2． 民営化の方法と公募対象を教えて下さい。茶々おおわだみなみ保育園の時は保育園運営実績のある法人でしたが変更はありますか。

⇒　方法は茶々と同じ民間移管。高津西保育園は土地、建物ともに市のものであるので、社会福祉法人に土地は無償貸与、建物等備品は無償譲渡となる

3． 選考基準および応募条件はどんな内容ですか。その作成に当園の保護者を参加させて下さい。

⇒　５月２６日の父母会連絡会との説明会の時に民営化ガイドラインを配布した。７月５日に連絡会から案が提出された。７月１０日に市側の素案と連絡会提出の案とのすりあわせ予定。

4． 募集・選考のスケジュールを教えて下さい。

⇒　広報・ホームページ上で７月１５日から募集。元気子ども課での募集要領の配布は（１５日が土曜日、１７日が休日であるため）１８日から。

募集の締切は９月１５日。保育園受諾法人選考委員会（委員７名）が書類審査、理事長・園長予定者の面接、ヒアリングを行い、既存保育園運営法人は視察・利用者の意見調査等を行い、１０月中に市長に候補法人の提言を行う。

5． 今後保育を受ける当事者として、私たちは選考過程に参画する権利があると考えます。どのように機会を保障してもらえるのですか。

⇒　保育園受諾法人選考委員会で選考を行う。非公開なので無理。

6． 受諾法人の選考の締切はいつですか。条件に見合う法人がいなかった場合、計画の変更はいつ決定するのですか。

⇒　受諾法人は１０月末までに決定。みあう法人がいない場合、手続きとしては、該当なしと保育園受諾法人選考委員会から提言を受けたあと、６月に廃園条例が可決しているので３月議会に廃園案の廃案を上程する。

7． 引き継ぎ期間、職員の配置等はどのように予定されていますか。（何日から何人、どのような形、全員そろうのは何日、など出来るだけ詳しく聞かせてください。）

⇒　１０月末に法人決定後、12月までに子どもの事務関係の引継ぎを行う。１月～３月に合同保育（園長予定者、各クラス担任の計７名）。市の保育士が中心になり子ども、保護者とのコミュニケーションを図る。３月には看護師、栄養士、調理師も引継ぎにあたる。４月以降は状況をみて判断。かたちは引き上げるが、5月の連休明けくらいまで、市の保育士が残る場合、各クラス１名ぐらいで引き続き対応予定。4月はクラスが持ちあがって不安になりがち、民営化に関係なく4月はお子さんは慣れない。4月はやはり公立の保育士を残さなくてはならない。

8． 転園を希望した場合、いつ受け付け、いつまでに決定するのですか。また、１００％希望の園に転園できるのですか。

⇒　１０月末までに法人を決定し、市と受諾法人で説明会を実施。その後、転園希望を受け付ける。

　　希望園の状況で対応。最大限優先的な配慮をする。

9． 民営化に対して、市はどのような指導監督権限や責任を持つのですか。移管条件を守らなかった場合はどう対処するのですか。

⇒　民間・公立保育園については県が指導権限を持っている。ただ、民営化保育園については、公立と同等の保育が行なわれるよう、市が運営補助金を出す。他の民間保育園にも指導していく。移管条件そのほか民営化ガイドラインを厳守してもらうために、保護者代表、学識経験者、保育関係者からなる第三者協議体に設置し、民営化の保育内容保育の質を定期的に監督・評価をする。評価に見合わない場合は指導監督する。

出席者からの質問

◎どうして民営化をするのか？もっと具体的に。

⇒もともと民営化は平成10年の行政改革プランで出た案で、平成22年度までに公立４～５園を民営化し半々にすると。もともと公立と民間は運営費が違う。１年間の運営費は公立保育園（９０人定員）で年間１億８千万円。同じ規模の民間保育園（90人定員）は１億２千万円。単純に考えると公立と民間で6,000万円の経費の違いがある。なぜ違うのか。給食や材料や光熱費はどちらも同じ。違うのは人件費。

公立の保育士は平均年齢47歳、民間の保育士は平均年齢36歳。年齢の違いで給与が違う。もともと保育園民営化は公立は運営費が高い、民間に任せたほうが経費が安いという発想だった。八千代市も当初は平成10年行革プランの中ではそういうかたちで民営化しろと言われた。ただし現実的には茶々おおわだみなみのときは、保育士がクビになるわけではなかったので、職員が他に移動するだけ。全体の保育士の数は減らなかったので、コスト削減にはならなかった。

　今回、３園民営化するが３園で保育士50名くらいいる。高津西保育園の保育士は１７名。クビにはならない。公立11園全体で運営費20億円。来年も20億で、減らない。そのぶん他の保育園を民営化したために新たに法人に委託料を払う。それが約１億2000万円。だから市としては民営化でコスト削減にならない。

◎　利益を出さなくていいのか？

⇒社会福祉法人は利益を出さない。コスト削減にならないのになぜ民営化するのかといえば、未就学児が市内で１万2000人。そのうち幼稚園・保育園に通っていない在宅児が6,000人以上。その在宅児を保育園の保育士が訪問したりして支援を行う。民営化で生じた人員を、在宅児の支援にあてる。新たににそのための職員を30～40人雇うことは今の八千代市の財政では困難。財政的にも困難だし、行革プランで公務員削減をいわれているなかではできない。

新規採用にかかる経費は年間で一人約400万円。40人で１億６千万。今はコスト減にならない、むしろコスト増だが、長い目で10年単位ぐらいで見るとコスト減になる。

いま公立保育士の平均年齢が47歳。13年後には定年。給与の高い職員が退職すれば、ここで新規の採用ができる。60歳だと年収が約1,200万円。60歳が一人やめて新規採用とると800万円のコスト削減。　

今回民営化するのは、市を７圏域にわけて、

◎　子どもが増えているのに、なぜ民営化？

⇒よその市町村は子どもが減っているのに、八千代は東葉高速鉄道の開通により、

◎子どもが増えているのに民営化して、その目的が在宅児の支援というのは矛盾してないか？

⇒たしかにみなさん、犠牲になってるとおっしゃいます。職員が入れ替わるなど、親子の不安を少しでも解消するには、子どもたちに早く新しい保育園に慣れてほしい。でも、子どもたちが慣れるのは早いですよ。

◎　そんなことはない！　うちの子は毎朝泣いている。子どもは物じゃない。10月に決まった法人が気にいらないからといってすぐ転園するなんて親は言えない。4月に状況をみて悩みたい。１週間や一日で決められない。

⇒10月で決定といいましたが基本的には市としても保育園としても

◎　どの園もみんな定員いっぱいいっぱいなのに、受け入れてもらえる？

⇒定員いっぱいです。

◎　「希望通りにする」ってはっきり決めてください。うちの子は公立園を希望しますと言って入れてもらった。その約束はどうなるのか？　10年度から民営化を言ってるそうだが、そんな話は聞いていない。選考過程が不透明なのもおかしい。基本的にとか臨機応変にとか、あいまいだ。密室で決められたくない。3月の選考委員会で３園の名があがっていたのに隠されていた。それで不信感をもっている。どう答える？

⇒　受諾法人選考委員会については非公開。ただ、父母会で、委員会に入りたいという話もあった。いいですよと森田委員長から父母会に伝えた。ただ、委員になるとそれなりの責任が生じる。委員は７人。基本的に民営化ガイドラインは父母会に投げかけて意見をいただいており、それにもとづいて選考委員会が選考する。

選考過程で質問内容が、たとえば個人的なこと、誰がどう言ったか、透明性や公平性を確保したいので、非公開にしている。しかし、会議録は個人名がわかる部分を塗りつぶしたかたちで公開はできる。誰がどう言ったかは公開できない。

いくつの法人が応募してくるかはわからないが、５法人が応募してきたとする。まず書類審査を７人全員がする。次に理事長園長予定者をヒアリング。そのなかで候補者にたいする考えや保育方法や熱意を聞く。既存の保育園なら、現場に委員が行って保育の状況を見る。保護者や保育士の意見を聞く。飾った部分でなく本音のところでどういう保育をしているか。言ってることとやってることの確認をする。いろんな過程で点数化していく。最終的にはいちばん得点した法人を選ぶ。同点数の場合は多数決。

◎　80点以上だったら決まるのか？　それとも20点30点40点だったら40点の法人に決定されるのか？

⇒保育ガイドラインと移管条件を全部クリアしてもらう。ハードルを全部クリアできなかったとしたら、選びません。最低限、ガイドラインと移管条件をクリアしてもらう。その段階でここが一番と。最終決定は市長がやるので受諾法人選考委員会は、「ここがいいですよ」と言い、市長が判断する。おそらくそのままなるのが普通。なった時点で皆さんに公表する。ただ落ちた法人については、事情があるので、法人名は出せない。

◎　父母が参加できる？　園長予定者に話を聞いたり。

⇒選考過程への参加は、一つは、選考委員になってもらった場合、会議に出て、そのなかで最終的には７人のうち多数決になる。その後、他の保護者から「あなたが出てるのになんでそういうことになるの？」と言われる可能性が予想される。責任が生じる。

◎　委員になりたいと言ってるわけではない。どういう法人が候補にあがってるかなど情報を知ることはできる？

⇒前回は非公開。　

⇒市として最高の法人を選びます。選んだ結果がヒドかったらどうするのか。ヒドイ法人を選ぶつもりはない。　

◎　でも実際に、各地でそうやって民営化が進んで、その結果、裁判になったりトラブルも起きている。

⇒　横浜と大東市は、表面的には八千代と同じに見えるが、判決文を読むと、原告の言ってることと被告側の言ってることを照らしあわせると、横浜はかなりヒドイ。引継ぎ３ヶ月といいながら、実際はそんなにない。そこは八千代市はガイドラインに沿ってきちんとやる。

◎　そのヒドイ横浜市の民営化に、あすみ会が八千代市でもやってますよね。

⇒やり方です。法人は同じでも、自治体により補助金の体系が違う。茶々おおわだみなみと同じ法人が横浜で失敗した。４園のなかでいちばん悪いという評価。ではなぜ八千代で成功したのか。横浜の補助体系が八千代とまったく違うからだ。国の基準というものがあり、０歳には３人に１人の保育士をつけなさい、１歳２歳には６人に１人つけなさいという保育士の配置基準がある。栄養士・看護士については国は置く必要を定めていない。が八千代の場合は公立民間とも全園看護士栄養士を配置している。保育士の配置基準も国の基準よりかなり厚くしている。そういう補助制度が国全体にあるわけではない。国にあるのは保育園の最低基準を維持する基準。八千代はそれに上乗せしている。たとえば保育士10人いたら定数が9人のところ１名増やしている。

そういうのが横浜にはなかった。民営化したら、職員が20人いたのが5人も減った。公立の質を確保するのは無理。

◎　３年前から言われていたらよかった。聞いていない。2001 年に入園したが、民営化の予定があるなんて聞かなかった。

⇒第3次総合計画のなかで位置づけられている。

◎　そんなのどこで見られる？　

⇒公表している。

◎　申し込みは保育園ではなく担当課の窓口に行ったが聞いてない。その時点でどうして言ってくれなかったのか。納得できない。

◎　民間でどういう保育をしてくれるのか分からない。不安だ。誰が納得するのか。

⇒公立とまったく同じ配置にする。父母会置く置かないは市が指導できることではない。茶々は父母会があり連絡会にも入っている。

◎　園長や理事長が父母会をいらないといって、父母会がない民間園がある。延長保育のときの光熱費を市に内緒で徴収している民間園もある。人件費が安いのは、保育士の勤続年数が少ないから。

⇒公立も結婚や出産で辞める。

◎　公立は出産や結婚でも辞めない。

⇒民間は年齢的に若い保育士が多い。だから結婚する。

◎　労働条件が悪いから辞めるのでは？

⇒公立保育士の平均年齢47歳。公立の保育士が結婚退職することはあまりない、年齢的に。

◎　労働条件が良ければ辞めませんよ。産休育休がちゃんととれてお給料ちゃんともらえれば辞めない。給与も公務員とは比較にならないほど悪いと思う。それで平均年齢が下がってると思う。どう考える？

⇒公務員と比べて、保育士の給与が安いとは考えていない。保育士の給与は国の厚生省が決めた基本給だから。

◎　待遇が悪くないのに辞めるのは、アルバイト感覚で入った人が辞めるのか？　それも心配。

⇒保育士はどちらかというと供給過多。買い手市場。少子化で保育園も減っており保育士をたくさん雇える状況にない中、保育士の資格をもった若い人がかなりいる。民間にもいい職員がいっぱいいる。それでも５年10年と

◎引継ぎが、７名程度というのはどうして７名？　全員そろわないのはなぜ？

⇒全員そろって４月から引継ぎできれば最善だが、０歳１歳と仮に１名ずつと園長で最低７名で引継ぎする。3月になったら栄養し看護士調理も来る。

◎　1月から毎日ですか？　毎日いてくれても不安だ。書類だけの引継ぎではないですよね？

⇒　毎日です。書類関係の引継ぎは12月までにします。

◎　4月からの引継ぎはできない？

⇒今年度末で保育園の廃園となる。それまでに引継ぎしなくてはならない。お子さんと父母会の状況で4月以降も市の職員が残る。

◎　状況次第というのはどこで判断される？　

⇒父母会の意見で。

◎　子どもが、担任の先生行かないで、と言ったらどうする？　子どもに聞いてみたら、やだって言ってましたよ。

⇒お子さんに聞いたら当然そうでしょう。

◎　あまりにも急ぎ過ぎてる！もっと納得できる話し合いをしたい。

⇒議会で廃園条例が通ったので、拙速ではないと考えている。

◎　拙速だと思う議員さんが多かったので、陳情書が採択されたのではないか？　園で保護者にアンケートとったら、多くの人が、民営化の説明を受けていないので、判断できないと答えている。6,000人の支援をほんとうにできるの？　

⇒市内全域で12,000人の就学前児童がいる。市内全体で未就園児が6,000人。その6,000人の支援のために民営化して、生じた人員を支援にあてる。

◎　具体的にどんな支援を？

⇒高津南では今は、正職の保育士が１名、保育士の資格をもったパート保育士１名の計2名が支援にあたっている。実際は保育室一部屋を子育て支援のための部屋にし、園庭も開放している。母子が自由に遊べる。育児相談や離乳食の相談などをする。それが従来の子育て支援事業。それをやりながら今度は先ほど言った、妊娠期から幼児期まで切れ目のない支援をする。妊娠届けを出したとき、周囲に協力してくれる人がいるかどうかなどを把握する。母子健康手帳を配布する。従来これは母子保健課の仕事だったが、今年から子ども部の窓口でも母子手帳を配布する。マタニティ講座や子育て教室。出生したら母子保健課の担当保健師や助産師がお母さんの相談に乗る。最近多いのは母乳のトラブル、出ないとか。昔は産んで１週間くらい入院したが、最近は違うので。

◎　なぜ今まで保育士の新規採用をしなかったのか。そのしわよせがここに来たのでは？

⇒平成18年度の集中改革プランのなかで八千代市は保育士の採用を凍結している。事務員であれ保育士であれ市の職員は採用していない。

◎　職員の経験年数などの条件はどうクリアできるのか。新設の法人はどう判断するのか？

⇒新設の法人については当然、採用予定者の履歴書を出してもらう。新規であれ既存であれまず書面のチェックをする。他の保育園を運営していててもそこの職員を全員連れてくるわけれはありませんから当然新規採用になる。たとえばできるかぎり八千代市内の人を積極的に採用してほしいという要望はします。それは雇用の対策にもなる。

◎　ふたを開けたら違いました、ということはあり得ませんか？不安です。

⇒職員については経験年数っていうのは前歴を保育園に照会する。どこの保育園に何年、トータルで何年、と証明書をもらう。

· 何年つとめたからっていい先生とは限らない。保育のかたちを親が見ることは？

⇒基本的に合同保育のときに。ただ、新規であれ既存であれ、採用される職員の保育を現実的に見るのは難しいと思う。どこかの保育園でやってる職員を連れてくれば、そこの保育園でその人がどんな保育してるかわかりますけど、そういうことってありませんよね。

◎ そこまで私たちは小さいことにも敏感になっている。あまりにも一方的なので。市は良いほういいほうへとばかり考えているのでは？　友人の市では、ひどい保育士がいるらしい。

⇒やるからには、しっかりとやりたい。悪いことはあってはならない。

◎納得いくまで説明してもらえるのか？　

⇒全員が納得いくとは思ってない。でも一人でも二人でも多く納得していただきたいと考えている。

◎来週公募が始まるが、話があいまいだ。リアルな話がほしい。ホームページで公募するのに、選考委員会の情報を公開する姿勢はないのか？　具体的なスケジュールを教えて。

⇒回答なし。

· 民営化で子どもたちもリスクを負うなら、市にもリスクを負ってほしい。

· 「皆さんは恵まれている」と市長に言われた。それについて謝罪してもらえないか？

⇒回答なし。

◎　6月23日に市議会で決定したあと、Ｑ&Aの配布が遅すぎないか？決まると思って用意していたのではないのか？　7月5日の配布では遅い。馬鹿にしている。

◎　市長のスケジュールを教えて。市長懇談に、自分は仕事を抜けて参加した。時間がないとは言わせない。ウソでも検討すると言えないのか？

◎　説明会ではなく協議の場をもうけてほしい。

◎　選考会は非公開で納得しろということ？　持ち帰って検討してほしい。公開できる方向にもっていってほしい。こういう意見が出たことを市長に伝えて。

◎　説明不足と情報提供がされてないことについて、謝罪してほしい。

◎　議事録を市長に渡してもらえるか？

⇒部次長を通して今日と日曜の内容は伝える。メモはとっている。議事録はもらえれば、渡す。

◎　市長からなんらかの回答が出るのか。でないと時間の無駄。

◎　協議の場をもうけてほしい。

⇒月曜日にもうけてもいい。ただ月曜は連絡会とガイドラインの協議がある。

◎　ガイドラインは決まってから見せられても困る。

⇒高津西父母会の要望を案のなかに入れ込む。ある意味、父母会の意見は入っていることになる、それを法人に示して守ってもらう。ただ、連絡会からの修正案で、ガイドラインには向かない部分がいくつか入っている。たとえば「民営化を理由に転園を希望する場合は、転園を保障する」。ガイドラインは本来、受諾法人に守ってもらうことを明記するもの。これは市に対する要望なので、ガイドラインに入れるのは違う。「既存の法人を視察する機会を保障する」これも市への要望。ガイドラインは、市と保護者が、法人に最低限守ってもらいたいこと。いちばん大きかったのは経験年数。

◎　ガイドラインてなんなのか、一般保護者は分からない！

⇒5月26日に父母会連絡会に渡した。

◎１年後ならガイドラインもじゅうぶん検討できるのに。

◎　いちど持ち帰って回答をほしい。説明会より協議の場をもうけて。

◎　子どもたちが保育園でどんな生活をしているか、見たことがある？　先生との信頼関係が大切。民間の色に染められていく？　安定した生活を望む。それなのに非公開というのは納得できない。

⇒「英語や鼓笛など（民間独特なもの）はやらない」と、ガイドラインに入っている。負担は最小限にとどめたい。八千代の保育を継承してもらうために、職員が「保育ガイドライン」を作っている。それと「民営化ガイドライン」と、ガイドラインは２つある。協議体もつくり保育の質を定期的に評価していく。そのなかで保護者代表・保育関係者・学識経験者が年に何回か定期的に評価。保育の質が落ちてないかを確認する。

　皆さんの意見は持ち帰って報告する。
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